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2012 年度 京都大学霊長類研究所　(教育の進化)
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2015 年度 お茶の水女子大学大学院 (行動遺伝学)
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2007 年 武見奨励賞 (公益信託武見記念生存科学研究基金)
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//cir.nii.ac.jp/crid/13902826817082496　10.24534/amjspp.18._1
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競争的資金
研究代表者のもの
<科研費>

1. 1993～1993 (萌芽研究) 双生児統制法による教授・学習過程の行動遺伝学的研究
2. 1995～1996 (一般研究 (C)) 算数・数学能力への遺伝的影響と教育環境との交互作用に関する行動

遺伝学的研究
3. 1999 研究成果公開促進費 (一般学術図書)
4. 2001～2002 (基盤研究 A) 双生児法による高次精神機能の行動遺伝学的研究
5. 2006～2008 (基盤研究 B)　生児法による青年期・成人期の行動遺伝学的研究
6. 2009～2011 (基盤研究 S)　会性とメンタルヘルスの双生児研究-遺伝子と脳活動をつなぐ
7. 2014～2016(挑戦的研究・萌芽)　教育脳を探る―「教育による学習」をつかさどる脳神経基盤に

関する研究
8. 2014～2018 (基盤研究 A)　育過程の総合的行動遺伝学研究
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9. 2017～2021 (挑戦的研究・萌芽)　教育脳の脳神経学的・行動遺伝学的研究
10. 2018～2022 (基盤研究 B)　双生児法による教育過程とその成果に関する発達的行動遺伝学研究

<科研費以外>
11. 1993 カシオ科学振興財団「双生児統制法による英語教授学習過程の研究」
12. 1998 安田生命事業団研究助成金「青年期の性格形成に及ぼす遺伝と家庭環境の影響」
13. 1999～2001 Human Frontier Science Program　“Genetic of cognition”
14. 2000～2003 ・慶應義塾 G-SEC プロジェクト「人間の遺伝子と進化に関わる社会的・倫理的問題

の研究」
15. 2002 カシオ科学振興財団「パーソナリティの遺伝的影響に関する双生児家庭による研究」
16. 2004～2009 科学技術振興機構「脳科学と教育 (タイプⅡ)」「双生児法による乳児・幼児の発育縦

断研究」
17. 2005～2006 慶應義塾大型研究助成「行動遺伝学，発達心理学，現代論理学，脳科学を統合した

論理的思考能力の解明」

分担研究者・共同研究者のもの
1. 1991～1992 並木 博 慶應義塾大学 (科研費・一般研究 (C)) コミュニカティヴ・アプローチの方法

論とその成果に関する実証的研究
2. 1993 ～1994 羽田野 洋子 慶應義塾大学 (科研費・一般研究 (C)) 高等学校の教育における教科理

解のための補助日本語教材の開発・研究
3. 1997～1999 大野 裕 慶應義塾大学 (科研費・基盤研究 C) パーソナリティ形成における遺伝的影

響と養育環境との相互作用に関する心理，社会遺伝学的研究
4. 2000～2003 大野 裕 慶應義塾大学 (科研費・基盤研究 C) 摂食障害患者のパーソナリティーの特

徴：遺伝と環境の相互作用
5. 2004～2005 大野 裕 慶應義塾大学 (科研費・基盤研究 B) 行動遺伝学の手法を援用したパーソナ

リティ理論の構築に関する研究 II
6. 2005 大木 秀一 石川県立看護大学 (科研費・基盤研究 C) アジア諸国における双生児コホートの

連携を構築するための企画調査
7. 2006～2007 岡田 光弘 慶應義塾大学 (科研費・萌芽研究)　論理学・認知科学・遺伝学を統合した

論理推論研究
8. 2009～2011 福田 亮子，高山 緑 慶應義塾大学 (科研費・基盤研究 B) 健康と幸福のエイジング・

モデル再構築に関する研究-長寿先進国日本からの挑戦
9. 2010～2014 寺嶋 秀明 神戸学院大学 (科研費・新学術領域研究 (研究領域提案型)) 狩猟採集民の

調査に基づくヒトの学習行動の特性の実証的研究
10. 2014～2018 友永 雅己 京都大学 (科研費・挑戦的萌芽研究) 比較認知科学の視点に立った新しい

福祉科学の構築―ヒト科 3 種の比較を通して―
11. 2016～2018 今西 規 東海大学 (科研費・基盤研究 A) 顔形状を規定するゲノム変異の網羅的探索

によるゲノム・モンタージュ技術の開発
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12. 2020～2022 仁木和久 慶應義塾大学　(科研費・挑戦的研究 (開拓)) 生涯に渡り変化するアクティ
ブ・ラーニングの脳認知科学アプローチによる学習理論研究

受賞
2007　武見奨励賞 (公益信託武見記念生存科学研究基金)
2015　James Shields Award (Behavior Genetics Association)


